
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の方々のガバナーを指名するご苦労が垣間見られて大変

な委員会であると察しました。 

以上、地区大会報告で会長挨拶とさせていただきます。 

 

【幹事報告】 加藤 輝男 幹事 

１． 成田守夫ガバナーより地区大会、礼状 

２．例会変更 

軽井沢ＲＣ １０月１９日（月） 定刻受付あり 

上田西ＲＣ １０月１５日（木） 定刻受付あり 

 １１月２６日（木） 定刻受付なし 

３．軽井沢ロータリークラブよりクラブ計画書 

・来週 10 月 20 日（火）休会、お弁当を音羽に 17：00～17：

30 までに取りに来て下さい。 時間厳守 

・例会終了後理事会 

【本日の配布物】 

 週報 1504 号、ロータリーの友 10 月号、2019～2020 年度 

年次報告書 

 

◆出席報告   鴨下 直哉 委員長 

会員数 ２１名  出席義務者 ２１名  免除者 ０名     

本 日         出 席     １６名 

            事前 MU     ０名  ７６．１９ 

前々回（9/29）    ＭＵ      ０名  ８５．００％ 

 

◆委員会報告   

 クラブ広報・情報委員会  矢島 栄一 委員 

  ロータリーの友 10 月号紹介 

 

◆ラッキー賞     

ＮＯ．１７    矢島 栄一 君 

 

        

◆点鐘 黒澤 明男 会長 

◆SAA 両川 博之 委員長 

 

【会長挨拶】  黒澤 明男 会長 
 

今日は嬉しい会長挨拶から始めます。農業生産法人こ

もろ布引いちご園株式会社、倉本専務取締役が入会いた

しました。会員の皆様と大歓迎でお迎えしたいと思います。

倉本さん今後ともよろしくお願い申し上げます。平均年齢を

下げていただきましたこと併せて感謝いたします。 

10 月 4 日、国際ロータリー第 2600 地区 2020~2021 年度

地区大会がホストクラブ上田 RC、上田市サントミューゼで

開催されました。新型コロナウイルス感染予防に配慮し、

例年 2 日間開催を 1 日、更に参加者を収容人員 1600 名の

ところを 400 人と入場制限して行なわれ、当クラブの参加

割当は 4 名で参加希望者の多いなか、私と小林副会長、

加藤幹事、望月奉仕プロジェクト委員長の参加とさせてい

ただきました。東信第一グループのクラブ別参加割当は千

曲川 4 人軽井沢 7 人、小諸 6 人、南佐久 5 人、佐久 10 人、

佐久コスモス 9 人、蓼科 3 人でした。大会は従来と違った

変則なものでとまどいもありましたが無事に盛大に終了し

ました。参加された方々大変ご苦労でした。小諸に帰って

反省会が開催できてなかったことが心残りの大会となりま

した。 

私はクラブ会長地区委員会からの参加でしたが、例年

なら幹事も出席ですが本年はコロナの影響による小人数

の委員会開催となりました。議事の報告、承認事項はすべ

て満場一致で認められ、後日会員の皆様には報告書が配

布されます。決算内容で予算と大きく異なったものは前年

度繰越金予算 300 万円が決算では 663 万円、時期繰越

金、予算 327 万円が決算では 1255 万円で全てコロナの影

響が数字に表われておりました。また災害対策義損金、予

算 0 円が台風 19 号で 300 万円、コロナで 98 万円の計上と

なっております。成田ガバナー年度も古川直前ガバナーと

同様に支出についで前例に捕らわれないで有効に使うと

の報告がありました。 

地区大会プログラムにいつも掲載されておりますガバナ

ーノミニー紹介が本年はありませんでしたが委員会では須

坂五岳ロータリークラブ、上沢広光さんを選挙することなく

指名することを確認し、本大会にて宣言する事といたしまし

たとの報告があり、地区大会でのガバナーエレクト紹介の

あとガバナーノミニー紹介で上沢さんより入会は 2000 年 7

月、1960 年生、ガバナーノミニーを引き受けたのは急遽地

区大会の 2 日前との挨拶がありました。選挙管理委員会 

 

 

◆会 長 / 黒澤 明男     ◆副  会  長 / 小林 秋生 

◆幹 事 / 加藤 輝男    ◆ｸﾗﾌﾞ広報・情報委員長 / 朝倉 俊次 

◆例会日/週火曜日 12：30～13：30  ◆例会場/小諸市鶴巻 音羽 

◆事務局/〒384-0025  長野県小諸市相生町 1-2-12 エイワンビル 3 階 

NO．１５０５  令和２年１０月１３日 
 

2020～2021 年度 

国際ロータリーのテーマ 

 



◆ニコＢＯＸ  橋詰 希望 委員     

 

 

【本日のプログラム】 「地区大会報告」 

  
  ター研究員でアフリカ各地で野生ゴリラの生態学的研究に従事されました。 

   講演の中でウィルスの話になり最近はエイズ・エボラ出血熱・ＳＡＲＳ・ジカ熱などウィルス感染症が頻発している様 

です。これらはすべて野生動物由来で特にコウモリが宿主でエイズはミドリザル、エボラ出血熱はオオコウモリだそうで 

特に過度な開発が引き金になっているようです。 

 山極先生が長年調査してきた、ゴリラやチンパンジーもエボラ出血熱の犠牲になっているそうです。ゴリラがいつも家 

族単位で密着して暮らしているので感染する事が多く、これは人間と同じ事になるそうです。 でも人間は治療薬を開発 

し感染症に対処してきたが動物はできません。 

 動物のゴリラの生態を山極先生が実際アフリカの密林に出向き、現地のガイドと一緒に撮影したフィルムを見せて頂き

ました。 

 雄のボスゴリラを先頭に 20～30 匹位の集団で密林を移動して歩く姿の中で、右手半分を切断した子供ゴリラがいまし 

た。（何かケガで切断した様です。）集団で移動しているのですが、普通は四つん這いで歩くのですが、子どもゴリラは 

右手が地に付けず、いつも集団から遅れてて最後についてくるのです。ボスゴリラは距離が空いてしまうと必ず子供ゴ 

リラが追いつくまでじっと待って子供ゴリラが来てから移動します。家族全員を自分が守っていくのだと勇敢な心、頼れる 

ゴリラで家族愛に本当に感動致しました。 

 そのゴリラもコロナに感染して亡くなっているそうです。人間と同じなのです。一日も早く治療薬が開発されればと願って 

おります。 

 

   
   プログラムの次第に従い上田西ロータリークラブ、成田守夫ガバナーの点鐘により大会が始まりました。内容について 

はお手元にある地区大会プログラムにてご確認ください。 

大会は順調に進み休憩時間をはさみ、大会の目玉となる記念講演会が前京都大学総長 山極壽一氏による『新型コロ

ナウイルス後の人間社会』という演題を拝聴しました。 

山極壽一氏は、某製薬会社のコマーシャルで有名な、上田市生まれの世界で初めて人工癌実験に成功した山極勝三

郎博士遠縁にあたる方だそうです。 

黒澤 明男君 

倉本さん入会歓迎申し上げます。倉本さ

んの母上と私にカミさんが中学、高校の

同窓であることがわかり、縁を感じてお

ります。今後共よろしくお願いします。 

小林 秋生君 

新入会員、布引いちご園のオーナーの

倉本浩行さんが入会式にお出で下さい

ました。おめでとうございます。10/18 地

区行事の会長エレクト研修セミナーがあ

ります。時節柄、オンラインセミナーとの

事です。パソコンの前に座り、参加致し

ます。 

掛川興太郎君 倉本さん、入会おめでとうございます。 

加藤 輝男君 

倉本さん、入会おめでとうございます。ロ

ータリーに入会しているといつまでも若く

いられると思います。 

望月 完君 

先週は飯綱山公園草刈りありがとうござ

いました。倉本さん、入会ありがとうござ

います。 

矢島 栄一君 
倉本さん、入会おめでとうございます。ラ

ッキー賞を当てて下さってありがとう。 

橋詰 希望君 倉本さん、入会歓迎致します。 

前田 博志君 早退します。 

鴨下 直哉君  

「国際ロータリー第 2600 地区 地区大会に参加して」 加藤 輝男 会員 

  出席会員数は約 400 名位でした。 

  成田守夫ガバナーの挨拶から始まり、１２：１５～１６：３０に終了致しました。 

  この中で私の心に残った、記念講演のテーマが「新型コロナウィルス後の人間社会」という演

題で講師は前京都大学総長 山極壽一氏で京都大学理学部卒業、理学博士・日本モンキーセン 

「国際ロータリー第２６００地区大会参加報告」  望月 完 会員 

 ２０２０年１０月４日上田市サントミューゼにおいて、国際ロータリー第 2600 地区大会が開催さ

れました。新型コロナウイルスの影響の為、各クラブより数名の参加での大会となりました。当

クラブは黒澤明男会長 小林秋生副会長 加藤輝男監事 私望月完の４名が参加しました。 



山極壽一氏は、霊長類の研究に長けている方で特にゴリラについてはアフリカをはじめ世界各国を飛び回り研究し

たようです。お話の中で興味深かったものを幾つか紹介します。ゴリラは１頭の雄と５～６頭の雌、その子供達で群れを

作って行動するそうです。ハーレム状態ですよね！「とっても羨ましい」と思っているのは私だけでしょうか？ 

ゴリラの脳の大きさは５００㏄成人の人間の３分の１だそうですが、挨拶は顔と目を合わせて、きちんとするそうですし、

手負いの仲間がいると群れ全体で守ったりするそうです。私はゴリラの様にできていないので脳の大きさはゴリラ以下

かもしれません。 

さて演題のコロナウイルスに戻りますが、過去のエボラ出血熱・エイズ・SARS その中でエイズの薬はコロナウイルス

同様未だにないことは皆さんもご存知だと思います。感染源はほとんどがコウモリによるものだそうです。コウモリ恐る

べしです！感染源がわかっているのであればコウモリを徹底的に調べれば特効薬ができる気がしますが… そんな呑

気な事を思っているのは私だけでしょう。 

ではコロナ後の人間社会に必要な事とは 

・感染予防を意識した生活 

・開かれた家族と人々のつながり 

・対象と集団規模の応じた適切なコミュニケーション 

・通信情報機器の賢い利用 

・五感を感じた交流 

・風土に合った生活のデザイン 

・包摂社会の建設 

以上が山極氏より伝えて頂いたことです。皆さんも参考にして頂ければと思います。 

私には、とても難しく理解するには先程もお話したようゴリラ以上の脳みそが必要かと思いました。 

またゴリラの話になってしまいますが、ゴリラは敵と戦う時には相手に勝利する事を考えるが、チンパンジーなどの猿

はどうしたら負けないかを考えて戦うそうです。私もその猿知恵を活用して厳しい世の中を渡っていければと思います。 

上手くまとめる事ができませんでしたが、以上が地区大会の参加報告となります 

 

 

 【新入会員】  

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 週 のプログラム： １０月 ２０日  休 会   

次々週のプログラム： １０月 ２７日  「卓 話 」米 山 奨 学 生  徐  萍 （ジョヘイ）様 

 

氏    名： 倉本 浩行 会員 

現 住 所： 〒384-0071  

小諸市大久保１１７３－１ 

企 業 名： こもろ布引いちご園㈱」 

職業分類： 施設園芸」 


